
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 学校近くのお借りした農地で、５年生が稲作の体験活動を行って

いる。実際の体験活動を通し、農家の人々の苦労や工夫、努力、

を学んでいる。 

● 体験時には、学校応援団や保護者、地域の方々に協力いただき、 

 それぞれの活動の指導をいただいている。 

● 稲作を通し、先人の苦労や努力、生命を大切にする気持ちを育

むことができた。今後は、食育にも生かしていきたい。 

● 地域や保護者と連携して取り組むことで、学校だけでは取り組

むことのできない活動を実践できた。活動の継続化により、学校・

家庭・地域の連携が深まってきている。 

 

● 田植えから稲刈りまで体験することで、農家の人たちのお米に対

する深い愛情がよく分かった。 

● 機械化されて便利になるまで、いろいろな努力や工夫があること

がわかった。食を支えてくれている農家の人に感謝したい。 

第５学年 

稲作体験 


